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別紙 

   埼玉県国土利用計画 

前文 

 埼玉県国土利用計画（以下「本計画」という。）は、国土利用計画法第７条の規定に基づき、埼玉県の区域における国土（以下「県土」という。）

の利用に関し基本的な事項を定め、総合的かつ計画的な県土利用を進めるための行政上の指針となる計画である。 

 また、市町村の区域について定める国土の利用に関する計画（以下「市町村計画」という。）及び埼玉県土地利用基本計画の基本となるものであ

る。 

第１ 県土の利用に関する基本構想 

１ 県土利用の基本理念 

  県土は、現在及び将来における県民のための限られた財産であり、生活及び生産を通じた諸活動の共通の基盤である。したがって、県土の利

用は、公共の福祉を優先させ、県民の健康で文化的な生活環境の確保及び地域の特性に応じた発展を進めながら、総合的かつ計画的に行うもの

とする。 

  本計画では、本県の最大の課題である超少子高齢社会への対応と喫緊の課題である災害・危機管理対応などに県土の利用面から取り組み、「あ

らゆる人に居場所があり、活躍でき、安心して暮らせる社会である『日本一暮らしやすい埼玉』」の実現を目指す。 

 ２ 県土利用の現状 

  ⑴ 地勢 

  本県は、関東平野の中央に位置する１都６県に囲まれた内陸県であり、県土面積は国土の約１％に当たる約３，７９８㎢で、ほぼ全域が都

心から１００㎞の圏域に含まれる。 

  また、平地が多く、県土に占める平地の割合は茨城県に次いで全国で２番目に高い約６１％、可住地面積の割合は大阪府に次いで２番目に



 

 

 

高い約６９％となっている。 

  ⑵ 人口・世帯数の推移 

    令和２年国勢調査による本県の人口は約７３４万人で、平成２２年から令和２年までの１０年間の増加率は約２．１％である。 

  総世帯数は約３１６万世帯で、平成２２年から令和２年までの１０年間の増加率は約１１．３％であり、世帯数の増加率が人口の増加率を

上回っている。このうち、単独世帯数は、約１０７万世帯で１０年間の増加率は約３２％である。特に６５歳以上の高齢単独世帯数は、令和

２年で約３３万世帯になり、この１０年間の増加率は約６３％である。 

  ⑶ 土地利用状況の推移 

  利用目的に応じた区分（以下「利用区分」という。）ごとの面積及び県土に占める割合について、変更前の埼玉県国土利用計画（以下「第

４次埼玉県国土利用計画」という。）で定めた基準年次（平成２０年）及び令和２年の状況は、表１のとおりである。 

  なお、平成２２年に統計調査上の要因により、「採草放牧地」は「原野」の区分に入れ「原野等」とし、「農用地」は「採草放牧地」を除

き「農地」としており、本計画は、変更後の区分で策定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

表１ 利用区分ごとの県土面積の推移 

注 県土面積の合計は、平成２２年３月１日に行われた深谷市と群馬県太田市との境界変更以降、３，７９８㎢となっている。 

 

              年 

区分 

平 成 ２ ０ 年 令 和 ２ 年 

面 積(㎢) 構成比(%) 面 積(㎢) 構成比(%) 

農 用 地 816 21.5 743 19.6 

 農 地 814 21.4 741 19.5 

採 草 放 牧 地 2 0.1 2 0.1 

森 林 1,217 32.1 1,199 31.6 

原 野 0 0.0 0 0.0 

水 面 ･ 河 川 ･ 水 路 191 5.0 191 5.0 

道 路 328 8.6 342 9.0 

宅 地 733 19.3 790 20.8 

 住 宅 地 499 13.1 541 14.2 

 工  業  用  地 46 1.2 47 1.3 

そ の 他 の 宅 地 188 5.0 202 5.3 

そ の 他 512 13.5 533 14.0 

合 計 3,797 100.0 3,798 100.0 



 

 

 

 ３ 基本的条件の変化 

   本計画では、次のような基本的条件の変化を考慮する。 

  ⑴ 人口減少と社会経済状況の変化 

  少子化などにより、本県の人口は令和２年以降に減少に転じる一方、世帯数については単独世帯の増加などにより令和１２年頃まで増加す

るものと予測される。このため、都心に近く利便性の高い地域では、住宅地をはじめとする新たな土地需要が見られるが、それ以外の地域で

は、市街地の人口密度の低下や空洞化する中心市街地、虫食い状に発生する未利用地や空き家、所有者不明土地などの増加により、土地利用

効率の低下が懸念される。現在、県南部の人口は増加傾向にあるものの、秩父地域及び県北部の人口は既に減少に転じており、人口の地域的

な偏在が進行している。特に郊外では住民の減少による地域コミュニティの衰退が懸念されている。 

  また、本県の６５歳以上の高齢者は、令和１２年には約２０６万人、令和２２年には約２３０万人まで増加し、県民の３人に１人が高齢者

となる見込みである。 

  さらに、本県の７５歳以上の後期高齢者は、いわゆる団塊の世代の高齢化に伴い、平成２７年から令和１２年までの１５年間で約１．６倍

の約１２８万人に増加すると見込まれる。この間の後期高齢者の増加率は全国で最も高く、社会に与える影響の大きさなどを考えると、異次

元の高齢化とも呼べる状況を迎えている。 

  一方、本県は、首都機能の重要な一翼を担うとともに、日本の人口の３分の１を占める首都圏の中心に位置し、高速道路や鉄道といった広

域交通網の充実により、首都圏の巨大なマーケットに直結している。日本を代表する研究機関などが集積し、高度な技術を有する人材に恵ま

れるなど、産業集積や新産業・新技術創出の優位性が首都圏の中でも高いと考える。 

  さらには、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の県内全線開通により、産業適地としての本県の立地優位性はますます高まっている。特に、

圏央道及びこれに接続する高速道路のインターチェンジ周辺や主要幹線道路沿線で、新たな工業用地などの需要が見込まれる。 

 また、新型コロナウイルス感染症拡大を契機にデジタル技術が飛躍的に拡大し、ＷＥＢ会議やテレワークなど新たな働き方・住まい方を踏



 

 

 

まえた土地利用の視点も必要となる。 

 このような人口減少と社会経済状況の変化は、全体として開発圧力を弱め、未利用地や空き地、所有者不明土地などの増加をもたらす一方、

空間的余裕を生み出す側面もある。本県は、地域によって住宅地や工業用地などの都市的土地利用の需要も見込まれることから、土地需要の

調整や効率的利用が必要である。 

  ⑵ 災害の激甚化・頻発化と新興感染症の発生 

 台風や豪雨による時間雨量５０㎜を超える降雨の回数は、年々増加傾向にあり、平成８年から平成２８年までの２０年間で、発生頻度は２

倍に増加している。令和元年東日本台風など排水施設の能力を超える豪雨により、身近な河川の氾濫や街中などでの内水氾濫で大きな被害が

発生している。 

 また、日本は世界でも有数の地震大国であり、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災の巨大地震をはじめ、毎年のように大きな地

震災害に見舞われている。人口と資産が集中する首都圏における大地震の発生も懸念される中で、安心・安全に対する県民の要請が高まって

いる。 

 このような自然現象による被害を未然に防ぐことは極めて困難である。このため、被害を最小限にとどめる「減災」の観点から、災害リス

クを低下させる土地利用への誘導、県民への防災・減災情報のきめ細やかな提供の必要性が高まっている。 

 また、令和２年から始まった新型コロナウイルス感染症の世界的なまん延は、市民生活や社会経済活動の在り方そのものに多大な影響を与

えたが、こうした新たな脅威への対応が必要である。 

  ⑶ 都市化の進展と気候変動・自然環境 

 本県の可住地面積比率は県土の６８．５％（令和２年１０月現在）と高く、首都圏において東京都に隣接する地理特性などから都市化が進

展し、農地や森林が減少している。 

 令和２年以降の気候変動問題に関する国際的な枠組みである「パリ協定」では、「世界的な平均気温上昇を産業革命以前に比べ２℃よりも



 

 

 

十分低く保つとともに、１．５℃に抑える努力を追求すること」を世界共通の長期目標としている。目標達成のため、「今世紀後半に人為的

な温室効果ガスの排出と吸収源による除去を均衡させること」を掲げている。このように温室効果ガスの人為的排出と吸収を均衡（カーボン

ニュートラル）させた脱炭素型社会の実現が要請されている。 

 また、地球温暖化等の気候変動や社会経済活動の拡大に伴い、良好な自然環境の喪失・劣化とこれに伴う生物多様性の損失が続いており、

暮らしを支える生態系ネットワークの形成に大きな影響を及ぼしている。このため、２０３０年までに陸と海の３０％以上を健全な生態系と

して効果的に保全する「３０ｂｙ３０目標」が掲げられている。このように、生物多様性の損失を止め、反転させる「ネイチャーポジティブ」

の実現が要請されている。 

 さらに、エネルギーの海外依存リスクの高まりを受け、再生可能エネルギーの導入促進が求められる中、太陽光発電施設などの設置が進ん

でいるが、防災面、景観や環境への影響、使用済みパネルの廃棄等に対する懸念が顕在化している。 

 本県では、武蔵野の平地林や水田、あるいは河川などが良好な景観を形成するとともに、野生生物の生息・生育空間の確保など様々な機能

を果たしてきた。気候変動や生態系の破壊による生物多様性の損失、身近な緑の減少などの諸課題に対応するとともに、長期的な視点に立ち、

人と自然が調和することを基本に、持続可能な県土利用が必要である。 

 ４ 県土利用に関する基本方針 

  ⑴ 県土利用の課題 

 県土利用を巡る基本的条件の変化を踏まえ、今後の課題を次のとおりとする。 

ア 県土は限られた財産であり、適正かつ有効に利用していくことが必要である。 

イ 台風・豪雨など激甚化・頻発化する災害、切迫する首都直下地震、新興感染症などの脅威に備えていくことが必要である。 

ウ 人口減少や高齢化の進行による社会構造の変化や地球温暖化など環境問題が顕在化する中、より良い姿で次世代に県土を引き継いでいく

ことが必要である。 



 

 

 

  ⑵ 県土利用の基本方針 

 上記の課題に対して、埼玉版スーパー ・ シティプロジェクトなどに取り組むことにより、ＳＤＧｓの基本理念に沿い、あらゆる人に居場

所があり、活躍でき、安心して暮らせる社会である「日本一暮らしやすい埼玉」の実現を目指す。 

 そして、「日本一暮らしやすい埼玉」の実現に向けて、 

ア 計画的かつ有効な県土利用 

イ 安心・安全を実現する県土利用 

ウ 人と自然が調和し、持続可能な県土利用 

の３つの項目を基本方針とする。 

   ア 計画的かつ有効な県土利用 

 県土は、現在及び将来における県民のための限られた財産であることから、「計画的かつ有効に県土利用を図ること」を基本とする。 

 また、開発圧力の低下により未利用地が増加していく一方、空間的余裕を生み出す側面もあることから、従来型の土地利用規制だけでは

なく、土地需要の調整や効率的利用など適正な土地利用への誘導策を講じていく。 

 農地及び森林については、農林業の生産活動の場としての役割とともに、自然空間や環境教育の場としての役割も有している。農地は、

食料供給の基盤となる優良農地を確保するため、農業振興地域を定めて計画的な土地利用を図り、集積・集約化による荒廃農地の発生防止

及び解消などに努める。森林は山地災害の防止や水源の涵
かん

養など多様な機能を持続的に発揮するよう整備と保全を進める。 

 本県の地理的優位性などにより当面増加する住宅地の需要に対しては、地域の実情に応じた土地の高度利用や未利用地、空き家、所有者

不明土地などの有効利用を促進する。あわせて、郊外への市街地拡散を抑制し、都市機能や居住を中心部や生活拠点などに集積していく。 

 工業用地などについては、既成の工業用地などの有効利用を図り、新たに工業用地などを確保する必要がある場合は、農地や森林からの

土地利用転換は慎重な配慮の下で計画的に実施し、地域に貢献できる産業団地の整備を行う。 



 

 

 

   イ 安心・安全を実現する県土利用 

 安心・安全な県土を実現する県土利用の観点からは、全関係者が協働して対処する埼玉版流域治水をはじめ、災害に対する地域特性を踏

まえ、「防災・減災」の視点に立った適正な土地利用を進めていく。 

 密集市街地を改善するとともに、災害リスクの高い地域の土地利用を適切に制限し、災害の特性や地域の状況などに即した建築物の用途

や構造となるよう配慮する。浸水想定区域や土砂災害警戒区域の公表などを通じて高齢者施設や公共施設はリスクの少ない土地利用への誘

導を図る。 

 また、本県は関東の中心に位置し７つの都県と県境を接していることから、大規模地震などの広域災害時には、避難の受け皿や応援・受

援の拠点として重要な役割を担っており、緊急輸送道路などの確保が重要となる。 

 さらに、被災後の速やかな復旧・復興を果たすため、県土強靱化の取組を推進する。農地の持つ保水及び遊水機能、森林の持つ水源涵
かん

養

機能を生かしつつ、都市における雨水貯留機能を高め、河川管理施設などと併せて水系の総合的管理の向上を図り、県土の安全性を高める。 

 また、県民生活の安心・安全を確保する観点から安全保障上重要な施設周辺などでは、関係法令に基づき国が行う土地利用状況の把握な

どに協力していく。 

   ウ 人と自然が調和し、持続可能な県土利用 

 人と自然が調和する県土利用の観点からは、土地の利用や管理を通じて生活環境と自然環境が調和する関係をつくり出すとともに、広域

的な生態系ネットワークを形成し、豊かな環境を将来の世代に引き継ぐ計画的な土地利用を進めていく。 

 本県は、首都圏にあって重要な都市機能を担う一方、秩父や武蔵野の貴重な自然や見沼田圃、三富新田などに代表される豊かな田園風景

が残されており、都市的な魅力と、水と緑に恵まれたゆとりある田園の魅力をそれぞれ高めていくことが重要である。 

 持続可能で住み続けられるまちの実現のためには、市町村や民間企業などと共に、都市機能の集積や居住機能の誘導に向けた効率的なま

ちづくりなど、次のコンパクト・スマート・レジリエントの３つの要素を兼ね備えた、持続可能なまちづくりに取り組むことが重要である。 



 

 

 

(ｱ) コンパクト（必要な機能が集積し、ゆとりある魅力的な拠点を構築） 

  暮らしに必要な機能がコンパクトに集積した拠点を生かし、地域固有の歴史、文化に彩られたゆとりのある魅力的な地域を形成すると

ともに、様々なコミュニティを形成し、自律した地域を構築。 

(ｲ) スマート（新たな技術の活用などによる先進的な共助の実現） 

  ＩＣＴを活用した情報の可視化などにより、住民や企業等の多様な主体が協働して地域の課題を解決するとともに、エリアマネジメン

トなどの体制構築による様々なサービスの効率的、効果的な提供。 

(ｳ) レジリエント（誰もが暮らし続けられる持続可能な地域を形成） 

  多様な主体が協働して地域の見守り等の支援を行い、安心できる生活環境を継続的に提供するとともに、災害発生状況の可視化や非常

時の地域でのエネルギー融通などにより、地域のレジリエンスを向上。 

 農地は担い手の育成・確保に努めるとともに、農地の集積・集約化や法人化の推進により競争力の強化を図り、保全を図る。森林は県産

木材の利用を促進し、施業の集約化などによる林業の経営基盤の強化を図り、整備・保全に努める。 

 自然環境が有する多様な機能を活用するグリーンインフラや生態系を活用した防災・減災（Ｅｃｏ－ＤＲＲ）の取組などによって、地域

社会の課題の解決を図ることが重要である。 

 また、人口減少下において、人口集積度など地域の実情に応じて管理水準や手法を選択するなど適正な管理を維持するとともに、これを

好機と捉え自然環境との共生を進めることにより、美しい県土を守り次世代に継承していく。 

 ５ 利用区分別の県土利用の基本方向 

 「県土利用に関する基本方針」に基づき、農地、森林、宅地などの利用区分別の県土利用の基本方向は次のとおりとする。 

  ⑴ 農地 

 農地については、県民の豊かな食生活を支える食料供給、生活環境上の緑地、生物多様性の保全、保水及び遊水など農林業・農山村の有す



 

 

 

る多面的機能が十分に発揮されるよう、周辺の土地利用との総合的な調整を図りつつ、その保全を図る。また、環境への負荷の低減に配慮し

た農業生産を推進する。 

 特に、本県は全国的に見ても野菜などの主要な供給地となっていることから、都市近郊としての条件を生かした多彩な農業を展開し、新鮮

な農産物を安定供給できるよう、計画的な土地利用により優良農地の確保を図る。 

 さらに、農業基盤整備を計画的に実施し、農地の高度利用などを促進するとともに、スマート農業技術の開発・実証・普及や農業経営の法

人化の推進、大消費地と近接している利点を生かした販路の拡大により、県産農産物の生産性と収益性を高める。 

 また、新規就農者への支援強化や次代を担う就農者の確保・育成を図るとともに、農業参入を希望する企業への支援を実施する。 

 こうした取組などを進めることにより、新たな荒廃農地の発生を抑え、農地の維持を図る。 

  ⑵ 森林 

 森林については、林産物の供給をはじめ、山地災害防止や土壌保全、水源の涵
かん

養、生物多様性保全など多面的機能を有している。奥地森林

など林業経営が成り立ち難い人工林については、針広混交林化や広葉樹林化を目指した公的整備を推進し、水源涵
かん

養などの公益的機能の発揮

を図る。 

 特に、高い価値を有する原生的な自然の地域や野生生物の生息・生育に重要な地域、優れた自然の風景地などは、維持すべき地域を適切に

保全する。 

 一方、自然条件や社会条件の良い森林については、スマート林業や施業の集約化の推進、林道などの整備や高性能林業機械の導入などとと

もに、安定的な供給体制の整備や公共施設などにおける利用の推進により県産木材の利用の拡大を図り、「伐って・使って、植えて、育てる」

森林の循環利用を推進する。 

 また、里山については、その周辺の農地や集落と一体的に形成される良好な生活環境を確保するため、周辺の土地利用に配慮しつつ、自然

と文化が共存する貴重な緑地空間である平地林の整備と保全を図る。 



 

 

 

 美しい景観を有し、自然とのふれあいや癒しの場として高い機能を持つ森林については、森林環境教育、県民参加による活動やレクリエー

ションの場として総合的な利用を図る。 

  ⑶ 原野等 

 原野等については、生態系及び自然景観の観点から保全を基本とし、地域の自然環境を形成する機能に十分配慮しつつ、適正な利用を図る。 

  ⑷ 水面・河川・水路 

 水面については、水資源の確保、災害の防止、自然環境の保全などの観点から、極力その保全を図る。また、治水機能を向上させるととも

に、安定した水の供給や、親水機能を有するため、環境の保全、地域住民の生活などに配慮しつつ、必要な水面の確保を図る。 

 河川については、河川改修を推進するとともに、都市化に伴う雨水浸透機能や保水及び遊水機能の低下を防止するため、土地利用に応じた

雨水流出抑制対策や流出抑制機能の保全を進める。また、浸水地域における安全性を確保するため、河道、排水機場などの整備に必要な用地

の確保を図る。 

 水路については、計画的な補修・更新などを行うことにより、老朽化が進んだ農業水利施設の適切な保全管理を図る。 

 なお、水面・河川・水路については、市町村や民間事業者などと連携した水辺空間の利活用を促進する。また、その整備に当たっては、治

水及び利水機能、多様な生物の生息・生育環境に必要な水量や水質の確保を図るとともに、グリーンインフラやＥｃｏ－ＤＲＲの考え方を踏

まえ、自然や親水機能の保全・創出に配慮する。 

  ⑸ 道路 

 道路については、良好な生活・生産基盤の整備を進めるため、高速道路、地域高規格道路、インターチェンジにアクセスする道路などの幹

線道路から生活道路に至る体系的な道路網を形成する。 

 また、交通の安全性と円滑化を確保するため、通学路の歩道整備、交差点の右折帯整備に必要な用地の確保を図る。 

 あわせて、施設の適切な維持管理・更新により、既存用地の持続的な利用を図る。整備に当たっては、道路の安全性、快適性などの向上を



 

 

 

図り、多重性・代替性を確保することで防災性を高める。さらに、上下水道、ガス、電気などの公共・公益施設の収容、災害防止など、道路

の多面的機能を確保するとともに、希少な動植物の保全や自然環境への影響を少なくするための工法を採用するなど環境の保全にも十分配慮

する。 

 農道及び林道については、農林業の生産性の向上、農地や森林の適正な維持管理及び農山村の生活環境の改善のため、必要な用地の確保を

図るとともに、施設の適切な維持管理・更新を通じて既存用地の持続的な利用を図る。また、整備に当たっては、自然環境の保全に十分配慮

する。 

  ⑹ 宅地 

 宅地については、持続可能な地域形成に向けて、郊外への市街地拡散を抑制するとともに、市街地においても都市機能や居住を中心部や生

活拠点などに集積していく。 

 古くから形成された住宅地及び空き地や空き家などの発生が予想される地域においては、空き地や空き家などの適切な管理や高齢者の生活

利便性の確保、防犯・防災対策を講じた良好な居住環境の整備により、未利用地の有効活用を促進する。 

ア 住宅地 

 住宅地については、豊かな住生活の実現や秩序ある市街地形成の観点から、良好な居住環境の整備を図る。災害リスクの高い地域での整

備を適切に制限するとともに、新たな住宅地は、都市基盤の不十分な地域への拡散を抑制し、適正な規模で市街地に誘導する。市街地周辺

の住宅地においては、農業的土地利用や自然環境との調和を図りながら地域コミュニティの維持に努める。 

 なお、住宅地の整備に当たっては、地形や地質、居住形態の疎密の度合いといった災害に対する地域の自然的・社会的特性を踏まえ、ハ

ード面とソフト面が一体となった総合的な対策を講じる必要がある。 

 また、身近な緑は暮らしにゆとりと安らぎをもたらすため、緑地の保全と創出に努める。特に市街地においては、土地利用の高度化と未

利用地の有効利用によるオープンスペースの確保や道路整備など、安全性の向上とゆとりある居住環境を整備し、既存住宅地の有効活用を



 

 

 

図る。 

イ 工業用地 

 工業用地については、産業構造の変化や工場の立地動向などを踏まえ、産業集積を進める上で必要な工業用地を確保する。その際、安全

性の確保や周辺環境との調和、緑地の保全・創出などに十分配慮するとともに未利用地の有効利用を図る。 

 既成の市街地における工場と住宅が混在する地域では、環境改善対策や工場移転による計画的な再配置などを進める。工場跡地について

は、土壌汚染の調査や対策を講じ、良好な都市環境の整備などに資するよう活用を図る。さらに、工場内の緑地、水域やビオトープなどが

希少な植物や水生生物等の生息・生育環境となっている場合もあるため、その保全に配慮する。 

 郊外における新たな工業用地の需要については、高速道路のインターチェンジ周辺や主要幹線道路沿線に、豊かな田園環境と調和した産

業基盤づくりを引き続き積極的に推進する。 

 また、雇用の創出をはじめとする地域に貢献できる産業団地の整備を推進する。 

ウ その他の宅地（流通業務用地、商業施設用地など） 

 その他の宅地については、市街地の再開発などによる土地利用の高度化、中心市街地における保育所や医療施設などの集積、商業の活性

化などを進める上で必要な用地としての確保を図る。その際、周辺環境との調和や緑地の保全・創出などに十分配慮するとともに、リノベ

ーションによる既存施設の活用や空き店舗、空き地などの有効利用を図る。 

 流通業務施設については、産業団地などへの誘導を原則とし、新たな商業施設については、周辺環境や高齢者の生活利便性に配慮して市

街地に誘導する。 

 公共施設は、中心市街地への立地促進により災害時の拠点としての機能などを確保する。 

  ⑺ その他 

 公園緑地、競技場、グラウンドなどは災害時の避難場所になるなど県民生活上の重要な用地であり、周辺の土地利用に配慮して、適切な場



 

 

 

所に配置する。 

 市街地の未利用地は、宅地や商業施設として活用し、工場跡地や住宅跡地などの未利用地は、再開発用地、公園緑地、防災や自然再生のた

めのオープンスペースなどへの活用として再利用を図る。 

 また、所有者不明土地については、その発生を抑制するとともに、円滑な用地取得や有効利用を促進する。 

 再生可能な荒廃農地については、所有者などによる適切な管理に加え、担い手や新規就農者への利用集積、企業等の参入など、多様な主体

の直接的・間接的な参画などにより、農地としての活用を積極的に促進する。ただし、既に森林化し農地としての復元が不可能で農地に該当

しないと判断されたものについては、森林としての管理を行う。 

第２ 県土の利用区分ごとの規模の目標及び地域別の概要 

 １ 県土の利用区分ごとの規模の目標 

 「県土利用に関する基本方針」及び「利用区分別の県土利用の基本方向」に基づく規模の目標は、次のとおりとする。 

⑴ 目標年次及び基準年次 

 本計画の目標年次は令和１５年とし、基準年次は令和２年とする。 

⑵ 目標年次における人口及び世帯数 

 県土の利用に関して基礎的な前提となる人口と世帯数は、令和15年において、それぞれ約７０９万人、約３２２万世帯と予測する。 

⑶ 県土の利用区分 

 県土の利用区分は、国土利用計画（全国計画）の区分に即して、農地、森林、原野等、水面・河川・水路、道路、宅地、その他の地目別区

分とする。 

⑷ 目標面積の定め方 

 県土の利用区分ごとの規模の目標には、過去から現在までの県土利用の変化の状況及びその推移から目標年次における規模を推計し、定め



 

 

 

るものとする。 

 なお、推計に当たっては、県の将来推計人口などの社会情勢の変化の予測や県の各分野の計画などを勘案した。 

⑸ 利用区分ごとの規模の目標 

 県土の利用区分ごとの規模の目標は、表２のとおりである。これらの数値については、今後の経済社会の不確実さなどに鑑み、弾力的に理

解されるべき性格のものである。 

表２ 県土の利用区分ごとの規模の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              年 

区分 

令 和 ２ 年 令 和 １ ５ 年 

面 積(㎢) 構成比(%) 面 積(㎢) 構成比(%) 

農 地 741 19.5 702 18.5 

森 林 1,199 31.6 1,190 31.3 

原 野 等 2 0.1 2 0.1 

水 面 ･ 河 川 ･ 水 路 191 5.0 191 5.0 

道 路 342 9.0 345 9.1 

宅 地 790 20.8 809 21.3 

 住 宅 地 541 14.2 551 14.5 

工  業  用  地 47 1.3 50 1.3 

そ の 他 の 宅 地 202 5.3 208 5.5 

そ の 他 533 14.0 559 14.7 

合 計 3,798 100.0 3,798 100.0 

 



 

 

 

ア 農地 

 農地は、宅地などへの土地利用転換の需要が低下すると推測され、農地の減少率は鈍化すると見込まれる。そこで、都市的土地利用との

調整を図りつつ、荒廃農地解消の取組及び発生抑制などを図り、令和１５年の目標を７０２㎢とする。 

イ 森林 

 森林は、宅地や道路などの都市的土地利用への転換が小規模になることが推測され、森林の減少傾向は鈍化すると見込まれる。さらに、

平地林をはじめとする森林の保全への取組を図り、令和１５年の目標を１，１９０㎢とする。 

 特に利用期を迎えた人工林について「伐って・使って、植えて、育てる」ことにより、県産木材の利用拡大を通じた森林資源の循環利用

を進める。 

ウ 原野等 

 原野等は、開発により大きく減少する見込みがないこと及び原野を構成する草地などは生態系保全の上でも重要で一定の保全を図る必要

があることから、令和１５年の目標は令和２年と同程度の２㎢とする。 

エ 水面・河川・水路 

 水面面積はダムなどの水資源開発施設の整備計画がないことから横ばい、河川面積は河川整備計画に基づく改修整備により増加、水路面

積は農地の減少に伴い減少傾向と見込まれる。 

 このため、令和１５年の水面・河川・水路面積の目標は、令和２年と同程度の１９１㎢とする。 

オ 道路 

 道路は、幹線道路から生活道路に至る体系的な道路網の整備を計画的に進めていくことを踏まえ、令和１５年の目標を３４５㎢とする。 

カ 宅地 

 宅地の面積は、住宅地、工業用地及びその他の宅地を合計し、令和１５年の目標を８０９㎢とする。 



 

 

 

 また、県内への企業誘致を進めるため、高速道路のインターチェンジ周辺や主要幹線道路沿線での計画的な産業基盤づくりを積極的に推

進し、業務用地の確保を図る。 

(ｱ) 住宅地 

 住宅地は、人口が令和２年以降に減少へ転じ、世帯数は当面増加傾向が継続するが令和１２年以降に減少に転じる見込みであり、令和

１５年の目標を５５１㎢とする。 

(ｲ) 工業用地 

 工業用地は、県南部を中心に減少傾向である。しかし、立地の優位性が高いと考えられる圏央道及びこれに接続する高速道路のインタ

ーチェンジ周辺や主要幹線道路沿線などへの産業誘致の成果を見込み、令和１５年の目標を５０㎢とする。 

(ｳ) その他の宅地（流通業務用地、商業施設用地など） 

 その他の宅地は、圏央道など道路交通網の充実に伴う流通業務施設や事務所などの立地により増加が見込まれる。そこで、令和１５年

の目標を２０８㎢とする。 

キ その他 

 その他は、アからカまでに掲げたもの以外の土地であり、その主なものは、鉄道、公園、野球場、上下水道、ごみ処理場、墓地、基地、

遊園地、未利用地などである。その他の令和１５年の目標は、他の利用区分の動向を踏まえて、５５９㎢とする。 

 ２ 地域別の概要 

   ⑴ 地域区分の考え方 

 本県では、都心からの距離ごとに土地利用に関する課題に異なる傾向が見られる。このため、地域の区分は、都心からの距離を基本とし、

更に自然的、経済的、社会的諸条件を考慮して、県南ゾーン、圏央道ゾーン、県北ゾーンの３ゾーンとする。 

 それぞれのゾーンの範囲は、表３のとおりである。 



 

 

 

表３ 本計画におけるゾーン区分 

  ⑵ 目標年次における地域別の人口 

 令和１５年における地域別の人口は、県南ゾーンでは約４０５万人、圏央道ゾーンでは約２５１万人、県北ゾーンでは約５３万人と予測す

る。 

 また、令和１５年における地域別の世帯数は、県南ゾーンでは約１８４万世帯、圏央道ゾーンでは約１１４万世帯、県北ゾーンでは約２４

万世帯と予測する。 

  ⑶ 地域別の土地利用の基本方向 

 地域別の土地利用に当たっては、「県土利用に関する基本方針」を踏まえ、地域の特性に応じた持続可能な地域形成を実現する土地利用を

図る。その際、市町村間や地域間の交流・連携を促進することにより活力ある土地利用を行う。 

地 域 区 分 市 町 村 名 

県 南 ゾ ー ン 
 さいたま市、川口市、春日部市、草加市、越谷市、蕨市、戸田市、朝霞市、志木市、和光市、新座市、八潮市、 

 富士見市、三郷市、吉川市、ふじみ野市、三芳町、松伏町 （１６市２町） 

圏央道ゾーン 

 川越市、行田市、所沢市、飯能市、加須市、東松山市、狭山市、羽生市、鴻巣市、上尾市、入間市、桶川市、久喜市、 

 北本市、蓮田市、坂戸市、幸手市、鶴ヶ島市、日高市、白岡市、伊奈町、毛呂山町、越生町、滑川町、嵐山町、小川町、 

 川島町、吉見町、鳩山町、ときがわ町、東秩父村、宮代町、杉戸町（２０市１２町１村） 

県 北 ゾ ー ン  熊谷市、秩父市、本庄市、深谷市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町、美里町、神川町、上里町、寄居町（４市８町） 



 

 

 

ア 県南ゾーン 

 県南ゾーンは、東京の影響を受けやすく、早くから都市化が進行した地域である一方で、貴重な緑地空間である農地が多く残っている。 

 人口密度が高いことを踏まえた大規模な地震などに対する防災機能を向上させるとともに、防災上課題のある住宅密集地は、道路整備や

公園緑地などのオープンスペースの確保を進めるなど、改善を図る。 

 安心・安全で快適な住環境の向上を図るとともに、都市としての生活利便性を維持するため、都市機能や居住を中心部や生活拠点などに

集積していく。 

 また、都市近郊の立地条件を生かした収益性の高い農業の推進により、農地の有効活用を図るとともに、農業体験や都市住民との交流の

取組などにより、見沼田圃や三富新田などの優れた歴史的景観の保全を図る。都市及びその周辺では、身近な緑である平地林の保全を図る。 

 新たな工業用地などの需要に対しては、高速道路のインターチェンジ周辺や主要幹線道路沿線の地域に誘導し、農業的土地利用や自然環

境との調和を図るとともに、乱開発の抑止に努める。 

イ 圏央道ゾーン 

 圏央道ゾーンは、武蔵野の平地林などの緑豊かな自然環境に恵まれており、都市と田園が共存しており、圏央道の整備により一層の発展

が期待される地域となっている。 

 市街地周辺の宅地と農地が混在する地域においては、地域の実情に応じて、都市機能や居住を中心部や生活拠点に集積し、水害などに対

する防災機能の向上を図るなど、計画的かつ適切な土地利用を図る。 

 農業的利用が主な地域は、農地の担い手への面的なまとまりのある形での利用集積を進めるとともに、農業基盤整備を計画的に実施する

ことにより生産性を高め、農地の有効活用を図る。 

 農業体験や都市住民との交流の取組などにより、三富新田などの優れた歴史的景観の保全を図る。 

 高速道路や主要幹線道路の沿線地域においては、豊かな田園環境と調和した産業基盤づくりを推進し、多様な企業の集積を図り、地域の



 

 

 

活力を高める。 

 工業用地などの開発需要については、高速道路のインターチェンジ周辺や主要幹線道路沿線の地域に誘導する。工業用地などの誘導に当

たっては、農業的土地利用や自然環境との調和を図るとともに、県及び関係市町村が連携して沿線地域の乱開発による環境悪化の抑止に努

める。 

ウ 県北ゾーン 

 県北ゾーンは、潤いのある自然環境や歴史・伝統などの特徴的な地域資源が多く残されている地域である。 

 農業的利用が主な地域は、農地の担い手への面的なまとまりのある形での利用集積を進めるとともに、農業基盤整備を計画的に実施する

ことなどにより生産性及び収益性を高めて担い手を確保し、農地を保全する。 

 秩父周辺は、緑豊かで雄大な自然環境をはじめ多くの観光資源に恵まれており、県内有数の観光地であるが、その地域特性から大雪や土

砂災害などに対する防災機能の向上を図る必要がある。林業の生産性向上と県産木材の利用拡大などにより林業の振興を図るとともに、間

伐の実施、都市住民などと連携した県民参加の森づくりを進め、水源涵
かん

養など多様な森林の機能の維持・向上を図る。 

 中心市街地の活性化を図るとともに、地域の実情に応じて、都市機能や居住を中心部や生活拠点に集積し、計画的かつ適切な土地利用を

図る。 

 農産物加工体験や観光農園など、多彩なツーリズムの推進や地元農産物を活用した農産加工品の開発など、地元市町、商工団体及びＮＰ

Ｏなどの取組と連携・協働して活性化を図る。また、生活を支える路線バスの維持・確保や施設・機能の集約などにより市街地周辺の既存

集落や農山村部の地域コミュニティを維持する。 

 新たな工業用地などの開発需要に対しては、高速道路のインターチェンジ周辺や主要幹線道路沿線の地域に誘導する。工業用地などの誘

導に当たっては、農業的土地利用や自然環境との調和を図るとともに、沿線地域の乱開発の抑止に努める。 

第３ 日本一暮らしやすい埼玉を実現するための措置の概要 



 

 

 

 県土の利用は、本計画に基づき、公共の福祉を優先させるとともに、地域を取り巻く自然や社会、経済文化的諸条件を踏まえて総合的かつ計画

的に進める必要がある。「第２ 県土の利用区分ごとの規模の目標及び地域別の概要」を実現するため、土地の所有者は、良好な土地管理と有効

な土地利用に努めるとともに、県などは、各種の規制措置、誘導措置を通じた総合的な対策の実施を図る。 

 また、土地利用に係る様々な計画を策定する市町村と連携・協働し、適切な役割分担の下、本計画との連動を図る。 

 なお、本計画は、国、県、市町村などの公的主体に加え、地域住民や民間企業、ＮＰＯ、学識経験者などの多様な主体の活動により実現される。

以下に掲げる措置は、それら多様な主体の参画と、各主体間の適切な役割分担に基づき、実施されるものである。 

 １ 措置の概要 

  ⑴ 計画的かつ有効な県土利用の促進 

   ア 利用区分別の有効利用の促進 

 県土は限られた資源であることを踏まえ、有効利用に努めるとともに、新たな土地利用に当たっては、適正な規模と場所に誘導する必要

がある。 

(ｱ) 農地 

 農地については、農地中間管理機構などを活用して、面的なまとまりのある形での利用集積・集約化を進めるほか、ほ場、かんがい施

設や農道などの農業基盤整備を計画的に実施することにより生産性を高め、農地として継続できるよう支援する。また、水路などの管理

を地域コミュニティで支える取組を推進する。 

 農業の競争力を強化するため、地産地消の取組や６次産業化及びブランド化を支援するとともに、販路拡大を推進し、輸出を促進する。 

 農業の担い手を確保するため、農業大学校などによる次代を担う新規就農者の確保・育成を図るとともに、新規就農者への支援を強化

する。 

 さらに、スマート農業技術の普及、優良種子の生産体制の確立など産地を支える戦略的研究を実施する。また、高病原性鳥インフルエ



 

 

 

ンザなどの家畜伝染病が発生した場合に、埋却地として適切かつ円滑に利用できるよう配慮する。 

 利用度の低い農地については、法人などによる農業への新規参入の促進や、不作付地の解消、裏作作付の拡大などにより、有効利用を

推進する。 

 市街化区域内農地については、農産物の供給のほか、緑地や防災空間などの多様な役割を発揮する貴重な空間であることから、営農が

継続されるように生産緑地の保全に取り組み、良好な都市生活環境に資する空間として有効利用を図る。 

(ｲ) 森林 

 森林については、手入れの遅れた奥地人工林の針広混交林化や、伐期を迎えた人工林の「伐って・使って、植えて、育てる」森林資源

の循環利用を進め、森の若返りを図ることで、持続可能な森林管理を推進する。さらに、公共施設や民間住宅への県産木材の利用拡大に

努め、森林の循環利用を推進する。 

 林業振興のため、スマート林業技術の導入・普及や森林の団地化・施業の集約化を推進するとともに、林道などの整備や高性能林業機

械の導入を進める。  

 また、担い手を確保・育成するため、経営改善に取り組む林業事業体への支援や人材育成などを通じた技術力の向上を図る。 

 さらに、森林環境譲与税を活用した都市と山村の連携による森林の整備と保全を進め、森林整備や木材利用を促進する。 

 美しい景観や自然とのふれあいの場として身近な緑の保全・創出を図るため、ふるさとの緑の景観地などの地域制緑地の指定、緑のト

ラスト運動などを進め、都市と山村の連携や県民参加による森づくりを推進していく。 

(ｳ) 原野等 

本県における原野等は主に採草放牧地から構成されており、地域の自然環境を形成する機能に十分配慮しつつ、適正な利用を進める。 

貴重な自然環境を形成しているものは保全していく。 

(ｴ) 水面・河川・水路 



 

 

 

 水面・河川・水路については、水資源施設の適切な管理運営、生活排水処理施設の整備などにより水質の浄化を進め、生態系の維持な

どに必要な水量を確保するとともに、水質を監視する。 

 特に、河川については、河川改修や調節池、下水道雨水幹線、都市下水路などにより浸水被害の軽減を図るとともに、雨水の河川への

流出抑制対策として、雨水貯留浸透施設などの整備を進め、浸透機能や保水機能を確保していく。施設の整備に当たっては、地域の景観

や生態系の維持に配慮する。 

 また、民間事業者などのアイデアやノウハウを基に、河川や調節池において水辺空間を利用したカフェやイベントスペースなどを創出

する。 

(ｵ) 道路 

 道路については、幹線道路の未整備区間（ミッシングリンク）を解消して道路網の多重化を図るとともに、電線類の地中化や屋外広告

物の適正化などによる震災時における避難路、緊急輸送道路の確保や歩道におけるバリアフリー化を図る。 

 また、街路樹などの適正な維持管理による良好な景観の形成を図る。 

 さらに、鉄道との立体交差化や鉄道高架事業の実施、交差点改良、歩道及び自転車レーンの設置やまちづくりとの連携により快適かつ

安心・安全な道路空間の整備を図る。 

(ｶ) 宅地 

ａ 住宅地 

 住宅地については、総合的な災害対策を推進するとともに、テレワークなど新たな働き方やライフスタイルの多様化に対応した居住

空間の整備を推進する。 

 市街地においては、省エネルギー住宅、長寿命化住宅、高齢者向け住宅などの普及や既存住宅の耐震化を行うとともに、教育文化施

設、医療施設、福祉施設など利便性の高い施設を整備し、居住を誘導する。 



 

 

 

 特に、中心市街地では、市街地再開発事業などを促進して高度かつ複合的な土地利用を図り、高齢者や障害者にも配慮したやさしい

まちづくりを推進する。 

 さらに、既存住宅の流通市場を活性化させるため、空き家などを含む既存住宅の有効利用を図る。特に、空き家は、空き家バンクの

運営や倒壊の危険がある空き家の除却などを進める市町村の取組を支援する。 

 新たな住宅地については、住宅需要の実態を踏まえ、市街地に誘導することで、都市基盤の不十分な地域への拡散を抑え、農地・森

林などからの転用を抑制する。また、公共施設などの立地により住宅などを災害リスクの低い地域へ誘導し、安心・安全な住環境の形

成を図る。 

b 工業用地 

 工業用地については、本県の立地優位性や工場の立地動向などを踏まえ、戦略的かつ総合的な産業基盤整備を促進する。県内への企

業立地ニーズに対応し、地域振興や新たな雇用の創出につながる質の高いかつ低コストの産業団地整備を計画的に進める。 

 なお、圏央道ゾーン及び県北ゾーンなどで、今後、開発の進展が見込まれる地域は、関係市町村との連携により乱開発抑止対策を講

じることで、豊かな自然や景観、農地や森林との調和を図りながら産業基盤の整備を進める。 

c その他の宅地（流通業務用地、商業施設用地など） 

 市街地の再開発などによる土地利用の高度化、災害リスクの高い地域への立地抑制及び諸施設の中心部への集積化など、人々の暮ら

しを支える場としての都市機能を充実させるための土地利用を推進する。 

 特に中心市街地では、保育所、図書館、店舗などの生活に密着した施設整備を中核とする市街地再開発事業などを促進して、高齢者

や障害者にも配慮しつつ高度かつ複合的な土地利用を図り、やさしいまちづくりを目指す。 

 流通業務施設については、産業団地などへの誘導を原則とし、大規模商業施設などの立地については、中心市街地の空き店舗や高齢

者の増加、さらには周辺環境への配慮から商業地域などへの立地を誘導し、市街化調整区域などへの立地は抑制する。 



 

 

 

 公共施設や公園緑地を適切に配置し、災害時の避難場所や地域のコミュニティの交流の場を創出し、周辺の景観や環境の向上を図る。 

(ｷ) その他 

 公園などの公共用地については、既存施設の利用状況、人口や経済動向など社会的条件等を考慮して、有効かつ高度な利用が図られる

よう適正な整備に努める。 

 再生可能な荒廃農地については、所有者などによる適切な管理に加え、担い手や新規就農者への利用集積、企業等の参入など、多様な

主体の直接的・間接的な参加の促進などにより、農地としての活用を積極的に促進する。また、地域の実情に応じ、市民農園、学校ファ

ーム、菜の花やコスモスなどの景観形成作物の植栽といった活用を促進する。 

 市街化区域内の未利用地については、立地適正化計画による市街地の中心部や生活拠点への居住・施設誘導、地区計画などの都市計画

制度の活用による空き地の宅地化や高度化への誘導を図るなど、合理的かつ計画的な利用に努める。また、地域団体やＮＰＯなどが主体

的に取り組む空き地や空き家の利用を支援し、地域の良好な環境を維持・向上させる。 

 所有者不明土地については、相続登記の義務化などにより発生を抑制するとともに、土地収用手続の特例による円滑な用地取得及び公

園や防災倉庫などとしての有効利用を市町村などと連携しながら促進する。 

   イ 産業集積に必要な基盤づくり 

 自然、歴史、文化、産業など様々な地域資源を生かして、活力ある地域づくりを支援するため、地域の特性に応じた産業基盤整備を推進

する。 

 新たな企業立地が見込まれる地域においては、地域特性を生かした産業集積を支援する。 

 今後、産業集積が予測される地域であって、特に優良農地や優れた田園景観が残る地域では、計画開発を基本に、秩序ある産業基盤づく

りを推進する。あわせて、周辺の豊かな田園環境と調和した緑地の創出を図る。 

   ウ 土地利用転換を行う上での適正な調整 



 

 

 

 土地利用の転換を図る場合には、不可逆性と影響の大きさに十分留意した上で、人口及び産業の動向、周辺の土地利用の状況、社会資本

の整備状況その他の自然的・社会的条件を勘案して適正に行うこととする。転換途上であっても、これらの条件の変化を勘案して必要があ

るときは、速やかに計画の見直しなどの適切な措置を講ずる。 

 特に、都市計画法第３４条第１１号及び第１２号による区域指定制度については、良好で計画的なまちづくりという視点などを踏まえ、

災害リスクを考慮して慎重に運用するものとする。 

 さらに、大規模太陽光発電施設など再生可能エネルギー施設の設置に際しては、周辺の土地利用状況や自然環境、景観、防災などに配慮

し、適切な管理に努める。土地利用規制の観点から見て無秩序な施設立地などの課題が生じている地域においては、制度の的確な運用を通

じ、地域の実情に応じた総合的かつ計画的な土地利用の実現を図る。 

 また、低未利用地の有効利用を最優先とすることによって、グリーンインフラやＥｃｏ－ＤＲＲとして活用可能な農地や森林等からの転

換を抑制することを基本とし、次の点に留意するものとする。 

(ｱ) 農地の土地利用転換 

 農地の土地利用転換を行う場合には、食料生産の確保、農業経営の安定及び自然環境などへの影響に配慮し、周辺の土地利用との計画

的な調整を図りつつ、無秩序な転用を抑制し、優良農地及び良好な営農環境が確保されるように努める。 

(ｲ) 森林の土地利用転換 

 森林の土地利用転換を行う場合には、森林資源の計画的な利用と林業経営の安定に留意しつつ、山地災害の防止、水の確保、環境保全

などに十分配慮して周辺の土地利用との調整を図る。 

(ｳ) 大規模な土地利用転換 

 農地や森林からの大規模な土地利用転換については、その影響が広範囲であるため、周辺地域も含めて事前に十分な調査を行い、県土

の保全と安全性の確保、環境の保全と景観との調和などに配慮しつつ、適正な土地利用の確保を図る。また、住民の意向など地域の実情



 

 

 

を踏まえた適切な対応を図るとともに、市町村の基本構想などの総合的な計画、公共用施設の整備や公共サービスの供給計画などとの整

合を図る。 

 なお、ゴルフ場については、自然環境の保全及び災害防止を図るため、平成５年４月１日から新規のゴルフ場造成は行われていない。 

  ⑵ 安心・安全を実現する県土利用の推進 

   ア 埼玉版流域治水の推進 

 県土の安全確保と保全のため、河川改修や調節池、治山施設及び砂防施設などの整備の推進並びに排水機場などの適切な維持管理・更新

による機能の保全を図る。特に治水対策は、河道や砂防関連施設の整備などを集中的に行う「防災力」とともに水害リスク情報の充実など

の「減災力」も高める施策を、集水域から氾濫域にわたるあらゆる関係者が協働する「埼玉版流域治水」として推進する。 

 また、避難に役立つ情報の配信や、水災害リスクに備えたまちづくりのための水害リスク情報を充実させるとともに、小規模開発や既存

住宅でも設置可能な雨水浸透ますなどの流域貯留浸透施設の整備や既存の土地が持つ保水力、農地が有する遊水機能を保全する土地利用を

図る。施設の整備に当たっては、流域内の土地利用との調和や生態系の有する多様な機能の活用などにも配慮する。 

 さらに、湛水想定区域内での行為制限など適正な土地利用への誘導や地下空間への浸水対策など水災害リスクに備えたまちづくりを推進

する。 

   イ 防災機能の向上 

 危機や災害ごとのタイムラインを作成し、訓練を繰り返すことで関係機関の強固な連携を築くとともに、防災行政無線の機能強化など発

災初期の情報収集能力の強化により、あらゆる危機に備える。特に、高齢者や障害者など要配慮者への支援体制の強化など住民の円滑な避

難のための体制の充実を図る。 

 土地利用面では災害リスク情報を周知するとともに、防災拠点となる公共施設を先導的に立地することで、より安全な地域への居住など

の誘導を図る。さらに、関係法令に基づいた土地利用規制区域の指定を推進するとともに、不適正な盛土などの防止対策を実施する。 



 

 

 

 また、県土の安全性を高めるため、密集市街地の改善を推進するとともに、地域の防災拠点となる公園や街路などを活用した避難地・避

難路の整備や緊急輸送道路などにおける無電柱化、既存建築物の耐震化、ライフラインの多重化・多元化を推進して、防災機能の向上を図

る。 

   ウ 安定的な水資源の確保などによる総合的な水利用対策 

 水は県土を構成する大きな要素であり、全ての県民に安全な水を供給するため、水資源を安定的に確保することは重要である。このため、

ダムや堰などの水資源開発施設の整備により水源を確保するとともに、河川や地下水などの水質の保全と監視などにより、水道水の安全性

を維持する。 

 また、将来にわたり安心・安全な水を安定供給するため、水道施設の計画的な更新・維持管理を図る。 

 さらに、水の効率的かつ有効的な利用を図るため、地下水の適正利用、雨水や再生水の利用、節水意識の普及啓発などと一体となった総

合的な対策を推進し、健全な水循環を維持・回復する。 

   エ 農地・森林の有する多面的機能の向上 

 農地は、保水や遊水機能など農林業・農山村の有する多面的機能が十分に発揮されるよう、周辺の土地利用との総合的な調整を図りなが

ら保全を図る。都市近郊としての条件を生かした多彩な農業を展開し、計画的な土地利用により優良農地の確保を図るとともに、農業基盤

整備を計画的に実施し、農地の高度利用などを促進する。 

 さらに、新規就農者への支援強化や次代を担う就農者の確保・育成を図るとともに、農業参入を希望する企業への支援を実施する。 

 森林の山地災害防止や土壌保全、水源涵
かん

養、生物多様性の保全など多面的機能を発揮させるため、間伐などの森林の整備、伐採後の再造

林を進め、森林の適切な維持管理を図る。また、山地に起因する土砂災害などから生命や財産を保全し、安心・安全な生活環境を確保する

ため、治山施設の整備や保安林の適切な管理や整備を行う。 

 さらに、健全な森林を次世代に引き継ぐため、社会全体で森林を守る機運を醸成し、県民参加による森づくりを推進する。 



 

 

 

 また、山地災害発生の可能性が高い地区の把握に努め、流域の関係機関との連携や地域における避難体制を整備する。 

 なお、岩石などの採取に当たっては、安全、環境、景観及び経済社会活動などに配慮しつつ適切な管理を図る。 

  ⑶ 人と自然が調和し、持続可能な県土利用の促進 

   ア 持続可能なまちづくりの推進 

 超少子高齢社会の到来を見据え、市町村や民間企業などと連携し、コンパクト、スマート、レジリエントの３つの要素を兼ね備えた、持

続可能なまちづくりを推進する。 

 また、地域の暮らしや社会、教育や研究開発、産業や経済をデジタル技術の活用により変革し、都市の利便性と地方の魅力や豊かさを融

合したデジタル田園都市の考えを取り入れたまちづくりを促進する。 

   イ みどりの保全・創出と川との共生 

(ｱ) みどりの保全・創出 

 「彩の国みどりの基金」や「さいたま緑のトラスト基金」を活用した森林の再生や身近な緑の保全創出を図る。 

 また、うるおいと安らぎのある空間や良好な景観の形成のため、市町村や事業者が実施する地域在来の植物を用いた建物の緑化及び園

庭などでのビオトープづくりに対する助成などにより、都市における身近な緑を創出するとともに、県民の環境意識の醸成を図る。環境

教育・啓発を通じて子供たちの緑を守る意識を育み、緑の保全や管理を行う企業・団体を支援する。 

(ｲ) 川との共生 

 グリーンインフラ及びその活用・展開の場でもある豊かで清らかな川を本県の大切な財産として未来に残すため、川との共生に取り組

む。川の国応援団をはじめ、県民・団体・企業の連携のもとで持続して活動が行われるように県が支援する「ＳＡＩＴＡＭＡリバーサポ

ーターズ」の取組を推進し、地域による持続的かつ自立的な改善行動や維持管理活動につなげる。 

 また、民間事業者などのアイデアやノウハウを基に、河川や調節池において水辺空間を利用したカフェやイベントスペースなどを創出



 

 

 

する。 

   ウ 人と自然が調和する持続可能な県土利用 

(ｱ) 多様な自然環境の保全  

 高い価値を有する原生的な自然や希少な野生生物が生息・生育する区域などについては、自然公園や自然環境保全地域の適正管理など

により保全を図る。 

 また、里山は、適切な農林業活動や民間などによる保全活動の促進、必要な施設の整備などを通じて自然環境の維持・形成を図る。自

然が劣化・減少した地域については、自然の再生・創出により質的向上や量的確保を図る。 

 いずれの地域においても、生物多様性を確保する観点から、森林、農地、都市内緑地、水辺、河川などをつなぐ生態系ネットワークの

形成を推進するとともに、国、市町村などの様々な計画を段階的・有機的に連携させる。 

 また、生態系の変化を的確に把握するためのモニタリングや、県民の生命や生活の基盤となる生物多様性及び生態系サービスへの影響

を把握するための調査・研究を推進する。野生鳥獣による被害防止のため、侵入防止柵などの整備や鳥獣の保護・管理を行う人材育成、

野生鳥獣を誘引しない環境づくりなどを行う。 

 さらに、自然の特性に応じた自然とのふれあいの場の確保とエコツーリズムを推進する。 

(ｲ) 生活環境の保全 

 県民の健康の保護及び生活環境の保全のため、大気汚染、騒音、悪臭などに対して引き続き周辺対策を進める。また、用途の混在によ

る生活環境の悪化を防止するため、住居系、商業系、工業系などの用途区分に応じた適正な土地利用への誘導を進める。       

(ｳ) 水質・土壌環境対策 

 良好な水質や土壌環境を確保するため、水環境への負荷を低減し、健全な水循環系を構築する。 

 このため、農地や森林の適切な維持管理、既存住宅への雨水貯留浸透施設の整備など雨水の地下浸透、河川や湖沼の水辺保全による自



 

 

 

然浄化能力の維持及び回復、土壌汚染の防止による地下水及び地下水脈の保全などを促進する。 

 公共用水域の水質については、下水道、農業集落排水などの生活排水処理施設の整備や合併処理浄化槽への転換、生物の生息・生育に

配慮した護岸整備や河川の適正な流量の確保により、一層の改善を図る。 

 また、土壌汚染の適切な調査や対策を推進し、被害の防止に努める。 

(ｴ) 循環型社会の形成 

 循環型社会の形成に向け、廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用を一層促進し、持続可能な資源利用を推進する。また、不法投棄の未

然防止、早期発見、早期対応を徹底する。 

(ｵ) カーボンニュートラルの実現 

 地球温暖化対策を加速し、カーボンニュートラルの実現に向けて、再生可能エネルギーの普及拡大に努めるとともに、再生可能エネル

ギー施設について、適正かつ適切に設置・管理を実施していく。 

 家庭部門では、環境負荷の低減に資する長期優良住宅や省エネ住宅などの普及、太陽光発電設備や蓄電池、家庭用燃料電池など再エネ・

省エネ設備の導入を促進する。 

 産業・業務部門では、事業所ごとに二酸化炭素削減目標を設定し達成を求める目標設定型排出量取引制度を推進する。さらに、建築物

環境配慮制度の運用などにより建築物の温室効果ガス排出を抑制し、太陽光・バイオマスなど再生可能エネルギー設備やコージェネレー

ションシステムの導入を促進する。県有施設においては、省エネルギー化など温室効果ガス排出削減対策を率先的に実施する。 

 運輸部門では、公共交通機関の整備や円滑な交通体系の構築などによる低炭素型物流体系の形成、ＥＶ・ＰＨＶなど電動車の普及を促

進する。 

 都市部においては、緑を適切に保全・整備するとともに、緑地や水面などの効率的な配置によるヒートアイランド対策に取り組むほか、

農山村・里山ではバイオマスを積極的に利活用し、環境負荷の少ない土地利用を図る。森林においては、森林整備などの二酸化炭素吸収



 

 

 

活動によるカーボンクレジットの創出につなげることで、更なる森林整備を促進する。 

(ｶ) 環境影響評価等の推進 

 良好な環境を確保するため、環境に影響を及ぼすおそれのある開発については、環境影響評価制度の適切な運用を図る。 

 また、事業特性を踏まえつつ公共事業などの位置や規模などの検討段階において、環境的側面の検討を行うことなどにより適切な環境

配慮を促進し、土地利用の適正化を図る。 

(ｷ) 人口減少下における県土管理 

 人口減少下では、県全域の土地について同一の管理水準を維持していくことは困難であり、特に中山間地域では優先的に維持したい土

地を明確化し、管理方法の転換や管理の縮小などを検討・計画して、地域の実情に応じた維持管理を行う。 

 ２ 計画の効果的な推進と進行管理 

  ⑴ 国、市町村との連携・協働 

 適切な県土利用を進め、本計画の実効性を高めるため、土地利用の影響の広域性を踏まえ、国や市町村など、関係機関相互の連携を図り、

土地利用調整を行う。 

 また、市町村計画の策定を支援するとともに、県土を対象とした個別規制法に基づく各種県計画、市町村構想など、土地利用に関する計画

に本計画の趣旨を反映させる。 

 さらに、本計画の推進に当たり、法律や国の制度改正が必要不可欠な場合には、国に対して提案又は要望などを行っていく。 

  ⑵  県土に関する調査の推進及び成果の普及 

 客観的なデータなどのファクト（事実）の積み重ねにより県土の状況を総合的に把握・分析するため、国土調査や地価調査などの基礎的な

調査を推進し、その総合的な活用を図る。 

 また、土地利用の動向や本計画の進捗などについて、地理情報システム（ＧＩＳ）などデジタル技術の活用を進め、県民に分かりやすく情



 

 

 

報を提供する。 

  ⑶ 計画の総合的な点検 

 「日本一暮らしやすい埼玉」を実現するため、各種施策の進捗状況や上記調査結果などを踏まえ本計画の検証を行う。なお、検証に当たっ

ては、各種指標などを活用し、埼玉県国土利用計画審議会で総合的な点検及び評価を行い、施策への反映を進めていく。  


	t460_20231027-010i22543comp
	（土地水政策課）別紙 (1)

